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46歌
ご
よ
み

神
風
や

朝
日
の
宮
の

み
や
う
つ
し

か
げ
の
ど
か
な
る

世
に
こ
そ
あ
り
け
れ

源
実
朝

　
最
初
に
行
わ
れ
た
記
念
祭

典
で
は
、
佐
古
一
洌
理
事
長

や
中
村
貴
史
校
長
、
高
校
・

中
学
校
の
代
表
者
が
厳
か
に

玉
串
奉
奠
を
執
り
行
っ
た
。

　
続
い
て
来
賓
や
同
窓
会
員

を
招
い
て
記
念
式
典
が
挙
行

さ
れ
た
。
最
初
に
中
村
校
長

が
賀
陽
宮
邦
憲
王
殿
下
の
令

旨
を
奉
読
。
そ
の
後
の
式
辞

で
、
現
代
に
求
め
ら
れ
る
の

は
「
国
家
に
対
す
る
正
確
な

認
識
を
持
つ
人
材
」で
あ
り
、

そ
の
人
材
育
成
こ
そ
が
令
旨

の
『
皇
国
ノ
文

学
ヲ
修
メ
』
る

意
義
だ
と
述
べ

た
。
次
に
登
壇

し
た
佐
古
一
洌

理
事
長
は
、
時

代
が
ど
う
変
わ

ろ
う
と
も
「
建

学
の
精
神
を
堅

持
実
行
す
る
な

ら
ば
、
必
ず

や
道
は
拓
け

る
」
と
後
進

に
エ
ー
ル
を

贈
っ
た
。
そ

し
て
生
徒
を

代
表
し
て
皇

學
館
高
校
三

年
の
山
口
嵐

君
と
皇
學
館
中
学
校
三
年
の

細
川
実
玖
さ
ん
が
「
本
日
こ

こ
に
五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ

た
の
も
、
開
校
か
ら
四
十
九

年
に
わ
た
る
先
生
方
や
、
諸

先
輩
方
の
ご
尽
力
の
賜
物
」

と
述
べ
、
両
校
の
新
た
な
歴

史
を
自
分
た
ち
で
築
く
こ
と

を
誓
っ
た
。

　
今
回
、皇
學
館
高
校・中
学

校
の
応
援
歌
が
作
ら
れ
、
式

　
皇
學
館
高
等
学
校
創
立
五

十
周
年
、
皇
學
館
中
学
校
創

立
三
十
五
周
年
の
記
念
行
事

が
去
る
九
月
十
四
日
に
開
催

さ
れ
た
▼
周
年
行
事
の
意
義

は
稽
古
照
今
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
次
の
五
十
年
を
見

据
え
る
と
き
、
こ
れ
ま
で
築

い
て
き
た
学
園
内
の
よ
り
一

層
の
連
携
強
化
が
求
め
ら
れ

る
時
代
と
い
う
こ
と
に
な
り

そ
う
だ
▼
先
に
開
催
さ
れ
た

日
本
私
立
大
学
連
盟
の
ト
ッ

プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る

会
議
で
も
高
大
連
携
が
テ
ー

マ
と
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
難

関
大
学
へ
の
進
学
者
の
多
い

系
列
の
高
校
が
、
同
じ
学
園

の
大
学
と
の
間
に
ま
っ
た
く

連
絡
が
な
か
っ
た
り
、
逆
に

い
わ
ゆ
る
内
部
進
学
の
条
件

を
一
般
高
校
よ
り
厳
し
く
要

求
す
る
大
学
が
あ
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
を
抱
え
て

い
る
よ
う
で
あ
っ
た
▼
こ
の

点
、
皇
學
館
は
恵
ま
れ
て
い

る
。
相
互
に
連
絡
を
と
り
な

が
ら
進
め
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
か
ら
だ
。
今
後
も
相
互

の
教
育
内
容
の
充
実
の
た
め

に
連
携
協
力
の
推
進
が
期
待

さ
れ
る
が
、
教
職
員
ど
う

し
、
互
い
の
顔
の
見
え
る
場

で
の
議
論
が
鍵
を
に
ぎ
る
▼

大
学
関
係
者
に
対
し
て
も
高

等
学
校
の
卒
業
生
の
方
が
親

し
み
を
も
っ
て
接
し
て
く
だ

さ
り
、
と
て
も
心
強
く
感
じ

た
こ
と
は
一
度
や
二
度
で
は

な
い
。
こ
の
心
持
ち
が
継
承

さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

や
ま
な
い
。

皇
學
館
高
等
学
校
創
立 

五
十
周
年

皇
學
館
中
学
校
創
立 

三
十
五
周
年

周
年
記
念
行
事
を
盛
大
に
挙
行

　

皇
學
館
高
校
と
皇
學
館
中
学
校
で
は
、
保
護
者
会
・
後
援
会
・
同
窓
会
の
支
援

を
受
け
て
創
立
五
十
周
年
及
び
三
十
五
周
年
に
向
け
て
施
設
の
整
備
・
拡
充
を
進

め
て
き
た
。
そ
の
集
大
成
と
し
て
、
九
月
十
四
日
に
記
念
行
事
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。
当
日
は
多
く
の
来
賓
や
同
窓
会
員
が
参
加
し
、
大
盛
況
の
一
日
と
な
っ
た
。

厳かな空気の中、賀陽宮邦憲王殿下の令旨を奉読する中村校長

高校・中学校代表者による挨拶

日頃のご支援に対して感謝の言葉を述べる佐古理事長 大きな拍手に迎えられた所教授聴衆を魅了した夏川さん

応援歌を吹奏楽部が披露

  
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
祭
典
・
式
典

  

記
念
講
演
、
公
演
に
万
雷
の
拍
手

  

卒
業
生
が
華
を
添
え
た
祝
賀
会 

　
午
後
か
ら
は
所
功
本
学
特

別
招
聘
教
授
・
京
都
産
業
大

学
名
誉
教
授
に
よ
る
記
念
講

演
「
皇
室
に
学
ぶ
日
本
人
の

底
力
」
が
行
わ
れ
、
大
教
室

の
会
場
は
生
徒
や
同
窓
生
な

ど
で
満
席
と
な
っ
た
。
昭
和

三
十
九
年
に
皇
學
館
高
校
で

教
鞭
を
と
っ
た
所
教
授
は
当

時
の
懐
か
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
つ
つ
、
日
本
人
の
心

に
息
づ
く
道
徳
観
と
、
そ
れ

を
実
践
す
る
大
切
さ
を
熱
く

語
っ
た
。
最
後
に
「
五
十
年

後
、
会
場
の
多
く
の
高
校
生

は
百
周
年
の
式
典
で
こ
こ
に

来
る
は
ず
。
そ
の
日
を
、
良

い
一
日
に
し
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
、
万
雷
の
拍
手
の
中
で

講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
そ
の
後
、
記
念
講
堂
で
は

歌
手
の
夏
川
り
み
さ
ん
の
記

念
公
演
が
開
催
さ
れ
、
大
ヒ

ッ
ト
曲
「
涙
そ
う
そ
う
」
を

は
じ
め
、
子
守
唄
や
沖
縄
民

謡
な
ど
幅
広
い
楽
曲
が
演
奏

さ
れ
た
。
最
後
は
会
場
全
員

が
立
ち
上
が
っ
て
沖
縄
の

「
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
」
を
踊
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
ア

ン
コ
ー
ル
で
は
、
夏
川
さ
ん

が
会
場
の
高
校
生
に
「
盛
り

上
げ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
！
」
と
笑
顔
で
声
を
か
け

る
な
ど
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
た
。

れ
、
人
気
店
に
は
長
蛇
の
列

が
で
き
た
。
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
皇
學
館
出
身
の
ジ
ャ

ズ
サ
ッ
ク
ス
奏
者
・
大
西
由

希
子
さ
ん
、
演
歌
歌
手
の
中

西
り
え
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
や
、
大
阪
で
活
躍
中
の

落
語
家
・
桂
勢
朝
さ
ん
の
余

興
が
華
を
添
え
た
。
最
後
に

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
参

加
者
は
皇
學
館
卒
業
生
の
絆

と
誇
り
を
強
く
感
じ
な
が

ら
、
す
べ
て
の
記
念
行
事
が

幕
を
閉
じ
た
。

　
九
月
六
日
、
午
後
六
時
よ

り
鳥
羽
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、「
平
成
二
十
五
年
度
神
社

関
係
者
懇
談
会
」
が
催
さ
れ

た
。
こ
の
会
は
日
頃
よ
り
本

学
へ
多
大
な
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
神
社
関
係
者
及

び
本
学
協
議
員
の
方
々
へ
感

謝
を
捧
げ
、
変
わ
ら
ぬ
ご
親

交
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

り
、
当
日
は
神
社
本
庁
や
神

宮
、
各
県
神
社
庁
な
ど
か
ら

お
よ
そ
百
六
十
名
の
方
々
が

ご
参
加
に
な
り
、
和
や
か
な

ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

　
本
学
か
ら
は
佐
古
一
洌
理

事
長
を
は
じ
め
十
六
名
が
出

席
。
冒
頭
の
挨
拶
で
佐
古
理

事
長
は
ご
参
会
の
方
々
に
謝

辞
を
述
べ
、
近
年
の
大
学
を

取
り
巻
く
社
会
状
況
、
大
学

運
営
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

続
い
て
清
水
潔
学
長
が
教
育

研
究
体
制
の
整
備
、
学
生
募

集
や
志
願
者
数
推
移
、
教
員

採
用
試
験
の
実
績
や
地
域
と

の
連
携
状
況
に
つ
い
て
報
告

し
、関
係
者
の
ご
支
援・ご
協

力
を
賜
り
た
い
と
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
出
席
の
ご
来
賓

を
代
表
し
て
神
社
本
庁
統
理

の
北
白
川
道
久
氏
よ
り
本
学

に
対
す
る
期
待
の
お
言
葉
を

賜
っ
た
。
続
い
て
の
懇
親
会

で
は
神
宮
大
宮
司
で
あ
る 

鷹
司
尚
武
氏
に
よ
る
乾
杯
の

ご
発
声
が
あ
り
、
し
ば
し
の

歓
談
に
。
お
開
き
の
時
間
が

近
づ
く
と
、
神
社
本
庁
総
長

の
田
中
恆
清
氏
の
音
頭
で
万

歳
三
唱
し
、会
は
終
了
し
た
。

　
夕
方
か
ら
は
倉
陵
会
館
に

お
い
て
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ

た
。
中
村
校
長
、
佐
古
理
事

長
や
鈴
木
健
一
伊
勢
市
長
ら

の
挨
拶
に
続
き
、
高
校
保
護

者
会
会
長
・
外
村
晃
一
氏
の

木
遣
歌
に
よ
る
乾
杯
の
挨
拶

で
祝
賀
会
が
ス
タ
ー
ト
。
今

回
は
皇
學
館
卒
業
生
が
営
む

地
元
の
飲
食
店
や
菓
子
・
酒

造
メ
ー
カ
ー
な
ど
二
十
余
の

企
業
が
ブ
ー
ス
を
出
し
、
無

料
で
食
べ
物
や
飲
み
物
を
提

供
す
る
と
い
う
趣
向
が
施
さ

神社関係者懇談会
多大なご支援に感謝

典
の
中
で
吹
奏
楽
部
に
よ
っ

て
披
露
さ
れ
た
。
大
阪
万
国

博
覧
会
の
「
世
界
の
国
か
ら

こ
ん
に
ち
は
」の
作
詞
者・島

田
陽
子
さ
ん
に
よ
る
勇
壮
な

歌
詞
が
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
で
選
手
の
士
気
を

鼓
舞
す
る
と
期
待
さ
れ
る
。
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本
学
で
は
教
職
員
だ
け
で

な
く
保
護
者
も
一
丸
と
な
っ

て
学
生
を
支
援
す
る
と
い
う

目
的
で
、開
学
当
初
か
ら「
父

兄
会
」
を
組
織
し
て
き
た
。

平
成
八
年
に
は
花
の
萼が
く
が
花

弁
を
守
り
、
支
え
る
姿
に
倣

っ
て
「
萼
の
会
」
と
名
称
を

改
め
、今
日
に
続
い
て
い
る
。

　
萼
の
会
で
は
、
学
生
の
普

段
の
生
活
や
成
績
、
就
職
活

動
の
状
況
に
つ
い
て
教
職
員

が
保
護
者
に
直
接
説
明
・
報

告
す
る
機
会
を
設
け
る
た

め
、
各
地
で
「
地
区
別
教
育

懇
談
会
」を
開
催
し
て
い
る
。

本
年
も
八
月
三
十
一
日
か
ら

九
月
八
日
に
か
け
て
全
国
九

カ
所
（
伊
勢
・
津
・
四
日
市
・

名
張
・
浜
松
・
名
古
屋
・
京

都
・
神
戸
・
福
岡
）
で
実
施

　
そ
の
後
、
教
職
員
と
保
護

者
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
立

食
パ
ー
テ
ィ
形
式
の
「
懇
親

さ
れ
、
前
年
よ
り
三
割
増
し

の
三
二
八
名
の
保
護
者
が
参

加
し
た
。

　
い
ず
れ
の
会
場
で
も
大
学

の
現
状
報
告
や
将
来
計
画
、

就
職
状
況
な
ど
に
関
し
て
学

長
や
各
担
当
者
が
説
明
す
る

「
全
体
会
」と
個
々
の
学
生
の

成
績
や
履
修
状
況
を
各
学
科

の
教
員
が
保
護
者
に
マ
ン
ツ

ー
マ
ン
で
報
告
す
る
「
個
別

懇
談
会
」
が
行
わ
れ
た
。
こ

こ
で
は
学
生
個
別
の
成
績
表

を
参
照
し
な
が
ら
、
保
護
者

が
最
も
気
に
し
て
お
ら
れ
る

普
段
の
様
子
や
将
来
の
進
路

に
対
す
る
希
望
と
そ
の
実
現

可
能
性
な
ど
、
多
彩
な
視
点

か
ら
大
切
な
ご
子
息
・
ご
息

女
の
学
生
生
活
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

会
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全

員
が
親
睦
を
深
め
る
と
同
時

に
、
日
頃
話
す
機
会
の
少
な

い
保
護
者
同
士
、
ま
た
学
長

や
教
授
ら
と
の
間
で
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　
名
古
屋
会
場
に
参
加
し
た

教
育
学
科
二
年
の
男
子
学
生

の
母
親
は
「
息
子
は
『
大
学

が
楽
し
い
』
と
言
う
が
、
楽

し
い
だ
け
で
い
い
の
か
心
配

だ
っ
た
。
し
か
し
先
生
か
ら

『
サ
ー
ク
ル
や
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
、
大
学
で
思
い
切
り
楽

し
ん
だ
経
験
が
教
師
に
な
っ

た
時
に
役
立
つ
』
と
聞
い
て

安
心
し
た
。
来
年
も
参
加
し

た
い
」
と
語
っ
た
。
国
史
学

科
四
年
の
女
子
学
生
の
母
親

は
「
娘
の
ゼ
ミ
の
先
生
に
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
く
て

参
加
し
た
。
こ
ん
な
に
楽
し

い
会
な
ら
早
く
参
加
す
べ
き

だ
っ
た
」と
感
想
を
述
べ
た
。

　
来
年
の
地
区
別
教
育
懇
談

会
も
、
夏
季
に
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。

に
土
を
削
り
、
柱
穴
や
溝
跡

な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
、
ま

た
土
器
の
か
け
ら
な
ど
を
探

す
地
道
な
作
業
を
根
気
よ
く

続
け
て
い
た
。な
お
、発
掘
調

査
に
は
今
後
も
継
続
的
に
携

わ
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
以
下
に
参
加
し
た
学
生
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

◇
発
掘
作
業
は
土
を
掘
る
だ

け
で
な
く
、
測
量
や
記
録
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を

含
ん
で
い
る
。
自
分
の
発
掘

し
た
も
の
が
重
要
な
遺
物
か

も
し
れ
な
い
と
思
う
と
緊
張

と
同
時
に
興
奮
も
感
じ
た
。

◇
実
測
の
作
業
が
大
変
か
つ

重
要
だ
と
身
を
も
っ
て
学
べ

た
。

◇
土
の
色
の
違
い

か
ら
遺
構
や
そ
の

時
代
を
検
証
で
き

る
こ
と
が
よ
く
わ

か
っ
た
。
実
際
の

発
掘
作
業
に
携
わ

っ
た
こ
と
で
考
古

学
に
対
す
る
探
究

心
が
一
層
膨
ら
ん
だ
。

◇
身
体
中
が
筋
肉
痛
に
な
り

何
も
で
き
な
い
自
分
が
情
け

な
か
っ
た
が
、
最
終
日
に

「
も
っ
と
弱
い
と
思
と
っ
た

け
ど
、結
構
で
き
る
ん
や
な
」

と
声
を
か
け
ら
れ
嬉
し
か
っ

た
。発
掘
技
法
は
も
ち
ろ
ん
、

一
生
懸
命
取
り
組
む
大
切
さ

も
学
べ
た
。

◇
実
際
の
作
業
は
講
義
で
は

知
る
こ
と
の
で
き
な
い
〝
初

め
て
〟
の
連
続
だ
っ
た
。

◇
発
掘
は
細
か
な
作
業
は
も

ち
ろ
ん
、
力
仕
事
や
測
量
な

ど
正
確
さ
も
要
求
さ
れ
、
何

で
も
で
き
な
い
と
ダ
メ
な
ん

だ
と
改
め
て
思
っ
た
。

　
考
古
学
を
学
ぶ
国
史
学
科

の
学
生
な
ど
計
十
六
名
が
済

生
会
明
和
病
院
内
安
養
寺
跡

（
明
和
町
地
内
）
で
実
施
さ

れ
た
発
掘
調
査
・
出
土
品
整

理
の
補
助
に
参
加
し
た
。
も

と
よ
り
、
遺
跡
の
発
掘
調
査

は
高
度
な
専
門
知
識
と
熟
練

し
た
技
術
が
必
要
な
こ
と
か

ら
考
古
学
の
授
業
を
受
け
、

発
掘
調
査
に
参
加
し
て
調
査

技
術
な
ど
を
学
ん
だ
経
験
者

が
求
め
ら
れ
る
。
大
学
生
が

行
政
の
行
う
発
掘
調
査
に
参

加
で
き
る
機
会
は
極
め
て
少

な
く
、
今
回
の
参
加
は
本
学

と
明
和
町
と
の
連
携
協
定
に

よ
り
特
別
に
実
現
し
た
も
の

だ
。

　
発
掘
調
査
は
八
月
一
日
か

ら
九
月
二
十
日
ま
で
行
わ

れ
、
学
生
た
ち
は
鋤じ
ょ

簾れ
ん

や
移

植
ご
て
、
竹
べ
ら
な
ど
の
道

具
を
使
っ
て
少
し
ず
つ
慎
重

　
八
月
十
日
、
津
市
の
三
重

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
三
重
県
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
に
皇
學
館
高
校
吹

担当教員の話に、保護者が真剣な表情で耳を傾ける個別懇談会

慎重に土を掘り進む。根気が必要な作業だ

　

日
本
書
誌
学
の
樹
立
に
精
魂
を
傾
け
る

明治 21 年京都市生。大正２年京都帝国大学卒業。武道
専門学校教授、大谷大学予科教授、京大附属図書館嘱託、
ノートルダム清心女子大学教授を歴任。昭和 41 年皇學
館大学教授。国文学特殊講義、国文学研究演習、国文学
概論、中古文学講義を担当。1888 ～ 1967。

鈴鹿 三七（すずか さんしち）
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鈴
鹿
家
は
天
智
天
皇
の
御
代

に
右
大
臣
で
あ
っ
た
中
臣
金
連

を
祖
と
し
、
亀
卜
の
秘
儀
を
継

承
し
た
京
都
に
あ
る
吉
田
神
社

の
社
家
の
家
柄
で
あ
る
。
近
世

に
は
、
世
に
古
辞
書
『
新
撰
字

鏡
』
を
紹
介
し
た
鈴
鹿
連
胤
が

い
る
。
鈴
鹿
三
七
は
こ
の
家
に

生
ま
れ
、第
六
十
代
に
当
た
る
。

　

鈴
鹿
三
七
は
、
書
誌
学
に
造

詣
が
深
く
、
ま
た
、
古
文
書
の

読
解
に
つ
い
て
は
神
技
と
ま
で

称
さ
れ
た
。
古
典
作
品
ば
か
り

で
な
く
西
田
幾
多
郎
全
集
所
収

の
書
簡
の
読
解
な
ど
も
手
が
け

て
い
る
。
編
著
に
は
『
勅
板
集

影
』、『
北
村
季
吟
著
作
集
』
が

あ
り
、
恩
師
の
吉
澤
義
則
の
名

で
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
古
刊
書

目
』
は
そ
の
後
発
展
す
る
書
誌

情
報
に
つ
い
て
の
萌
芽
的
な
も

の
と
い
え
る
。

　

そ
し
て
、
国
語
学
・
国
文
学

で
鈴
鹿
本
と
い
え
ば
何
と
言
っ

て
も
『
今
昔
物
語
集
』
が
想
起

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
平
安
時
代

末
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
体

や
漢
字
字
形
の
様
相
を
よ
く
残

し
た
写
本
で
あ
る
。
鈴
鹿
連
胤

の
購
入
し
た
九
冊
は
国
宝
に
指

定
さ
れ
、
平
成
三
年
に
京
大
附

属
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ

の
本
に
つ
い
て
の
伴
信
友
に
よ

る
緻
密
な
文
献
調
査
の
記
録
を

広
く
学
界
に
紹
介
し
、
書
誌
学

的
精
査
の
必
要
性
を
説
い
た
の

も
鈴
鹿
三
七
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
鈴
鹿
本『
今
昔
物
語
集
』

の
保
管
先
に
つ
い
て
、
鈴
鹿

三
七
が
本
学
附
属
図
書
館
に
金

庫
が
あ
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
、

そ
れ
が
な
か
っ
た
た
め
に
候
補

か
ら
外
れ
た
、
と
い
う
逸
話
が

残
さ
れ
て
い
る
。
図
書
館
を
神

宮
文
庫
に
間
借
り
し
て
い
た
当

時
の
本
学
の
状
況
で
は
望
む
べ

く
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

晩
年
、
病
の
た
め
療
養
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
中
で
鈴
鹿
三
七

は
度
々
か
ば
ん
を
手
に
し
「
伊

勢
へ
行
く
、
伊
勢
へ
行
き
た

い
」
と
訴
え
た
と
い
う
。
昭
和

四
十
二
年
六
月
四
日
冠
状
動
脈

硬
化
症
に
よ
る
心
臓
麻
痺
で
本

学
教
授
在
任
中
、
急
逝
し
た
。

　

鈴
鹿
三
七
の
旧
蔵
書
は
愛
媛

大
学
附
属
図
書
館
長
を
務
め
た

井
手
淳
二
郎
氏
の
妹
が
三
七
の

夫
人
に
あ
た
る
と
い
う
縁
か
ら

愛
媛
大
学
に
一
括
購
入
さ
れ

た
。
ま
た
、
鈴
鹿
家
の
宮
廷
祭

祀
資
料
群
は
平
成
十
七
年
十
二

月
に
本
学
に
寄
託
さ
れ
、
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
国
文
学
科
教
授　

齋
藤　

平
）

数字でみる皇學館　これは何の数字？

　神道及び神社の紹介を通じ日本の文化や歴史、
伝統、信仰、思想等を正しく伝えたいと平成元
年に設置された佐川記念神道博物館。一般公開
は平成４年 10 月 26 日からで、平成 25 年９月
30 日までの入館者数は 94,449 名にのぼります。
その目的から無料で公開されており、教養講座
や夏休み親子教室等も無償で開催。地域文化の
向上にも貢献しています。

佐川記念神道博物館の入館者数

ー萼の会地区別教育懇談会ー
保護者と情報共有

学
生
の
普
段
の
様
子
を
報
告

多
彩
な
情
報
交
換
を
行
う

学
芸
員
め
ざ
す
学
生
が
発
掘
調
査

　

皇
學
館
大
学
で
は
六
月
か
ら

八
月
に
か
け
て
三
回
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
実
施
さ
れ
、

お
よ
そ
千
三
百
名
の
高
校
生
が

参
加
し
た
。

　

本
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
は
回
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
テ

ー
マ
を
設
定
し
て
お
り
、
リ
ピ

ー
タ
ー
が
多
い
の
が
特
徴
だ
。

六
月
九
日
に
開
か
れ
た
第
一
回

で
は
「『
仕
事
』
発
見
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

と
題
し
て
「
な
る
に
は
塾
」
を

開
催
。
神
職
や
司
書
、
小
学
校

教
諭
、
保
育
士

な
ど
本
学
の
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
講

師
と
な
り
、
そ

の
職
業
に
つ
く

た
め
の
勉
強
方

法
や
、
現
場
で

の
仕
事
の
や
り

が
い
な
ど
を
語

っ
た
。
第
二
回

の
二
日
目
、
七

月
十
四
日
の
テ

ー
マ
は
「『
学
び
』
体
験
Ｄ
Ａ

Ｙ
」。
神
道
学
科
で
は「
着
付
け

体
験
」、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
で
は
「
第
一
印
象
診
断

ゲ
ー
ム
」
な
ど
各
学
科
が
特
色

あ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
、
授
業
の
雰
囲
気
や
研
究
分

野
の
一
端
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら

し
た
。
八
月
十
八
日
に
行
わ
れ

た
第
三
回
は
Ａ
Ｏ
入
試
直
前
と

い
う
こ
と
で
Ａ
Ｏ
セ
ミ
ナ
ー
本

番
さ
な
が
ら
の
講
義
を
実
施
。

熱
心
に
メ
モ
を
と
る
光
景
が
見

ら
れ
た
。

　

な
お
、次
回
は
十
一
月
三
日
、

大
学
祭
（
倉
陵
祭
）
と
の
同
時

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
入
試

説
明
会
だ
け
で
な
く
学
生
の
手

づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
や
模
擬
店
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
用
意

し
て
お
り
、
本
学
の
雰
囲
気
や

環
境
を
自
分
の
目
で
確
か
め
る

絶
好
の
機
会
だ
。
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
来
場
を
！

大盛況となった記念館での個別相談コーナー

オープンキャンパス実施報告
各種プログラムが大盛況



〝多様性〟に教えられた
　教育学科准教授　市田敏之　広島大学大学院修了

　

私
の
学
生
時
代
は
、
平
成
六
年
四
月
か
ら

平
成
十
七
年
三
月
ま
で
の
十
一
年
間
で
あ

る
。
私
の
所
属
は
教
員
養
成
系
で
は
な
く
教

育
学
系
の
教
育
学
部
（
教
育
学
研
究
科
）
で

あ
っ
た
。
高
校
の
進
路
選
択
に
お
い
て
、「
教

育
」
に
は
興
味
が
あ
っ
た
も
の
の
「
教
員
に

な
る
」
と
い
う
こ
と
に
は
明
確
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
て
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
自
然
な
選
択

で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

学
部
時
代
の
所
属
学
科
は
一
学
年
が
四
十

名
程
度
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
ク
ラ
ス
全
員

が
一
様
に
必
死
に
勉
強
し
て
い
た
（
よ
う
に

感
じ
て
い
た
）
高
校
を
卒
業
し
た
私
に
と
っ

て
、
同
期
生
四
十
三
名
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
高
校
時
代
に
部

活
に
励
ん
だ
者
、海
外
に
留
学
し
て
い
た
者
、

複
数
年
の
浪
人
生
活
を
経
験
し
て
き
た
者
、

障
害
を
抱
え
な
が
ら
学
業
を
志
す
者
、
テ
キ

ト
ー
な
高
校
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
と
言
う

者
…
…
こ
の
よ
う
に
多
様
な
学
生
が
集
ま
っ

た
環
境
は
大
変
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
っ

た
。
教
育
に
対
す
る
捉
え
方
や
考
え
方
も
多

様
で
、
そ
れ
は
授
業
で
も
感
じ
る
機
会
は
あ

る
の
だ
が
、
と
り
わ
け
課
外
で
教
育
を
語
る

と
き
に
は
熱
い
議
論
が
あ
り
、
し
か
し
同
時

に
冷
め
た
者
も
い
て
、
何
と
も
不
思
議
な
時

間
と
空
間
を
過
ご
し
た
よ
う
に
思
う
。

　

こ
の
多
様
性
は
大
学
院
に
進
学
し
て
さ
ら

に
拡
大
し
た
。
世
界
各
国
か
ら
の
留
学
生
と

交
流
を
持
つ
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
特
に
途
上

国
か
ら
の
留
学
生
が
話
す
教
育
へ
の
期
待

は
、
私
の
視
野
を
拡
げ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
ま
た
、
先
輩
院
生
や
同
期
の
社
会
人
院

生
の
課
題
意
識
の
高
さ
か
ら
も
多
く
を
学
ん

だ
。
修
士
一
年
生
の
時
に
参
加
し
た
読
書
会

で
コ
テ
ン
パ
ン
に
さ
れ
、
悔
し
涙
を
流
し
た

こ
と
は
今
と
な
っ
て
は
い
い
思
い
出
で
あ

る
。
そ
し
て
、
平
成
十
五
年
度
に
ア
メ
リ
カ

に
留
学
し
た
と
き
に
は
人
種
や
民
族
の
多
様

性
が
あ
る
中
で
制
度
化
に
伴
っ
て
起
こ
り
う

る
多
様
性
の
捨
象
に
い
か
に
対
応
す
べ
き
か

と
の
視
点
を
得
た
。

　

振
り
返
れ
ば
学
生
生
活
の
中
で
多
様
な
経

歴
や
考
え
方
を
持
つ
者
と
の
交
流
を
通
じ
て

得
た
も
の
は
有
意
義
で
、
現
在
の
自
分
自
身

の
大
切
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
。
今
、
教
員

と
し
て
様
々
な
学
生
や
職
員
の
方
々
、ま
た
、

地
域
の
人
々
と
接
す
る
機
会
が
あ
る
が
、
こ

れ
ら
も
財
産
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
く
も
の

と
思
う
と
非
常
に
幸
せ
に
感
じ
る
。

申
請
要
員
の
一

人
と
し
て
平
成

九
年
、
文
学
部

教
授
に
就
任
し

た
。
以
来
、
在

職
期
間
は
十
六

年
に
及
び
、
社

会
福
祉
学
の
教

育
と
研
究
、
実

践
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
た
。

と
く
に
、
宗
教

と
福
祉
に
関
す

る
研
究
を
は
じ

め
、
地
域
福
祉
文
化
研
究
所

所
長
と
し
て
日
中
韓
三
国
の

福
祉
研
究
に
尽
く
し
、
国
際

的
な
共
同
研
究
の
道
筋
を
つ

け
若
手
研
究
者
の
支
援
に
努

め
た
功
績
は
大
き
い
。ま
た
、

地
域
に
あ
っ
て
も
保
護
司
と

し
て
貢
献
し
て
き
た
。

　
今
後
、
よ
り
一
層
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。
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八
月
二
十
三
日
か
ら
二
十

五
日
に
か
け
て
仏
教
看
護
・

ビ
ハ
ー
ラ
学
会
が
本
学
を
主

会
場
に
開
催
さ
れ
、
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン・講
話・基
調
講

演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
総
会
・

研
究
発
表
会
等
に
約
百
二
十

名
の
会
員
が
参
加
し
た
。
本

学
会
は
、
欧
米
か
ら
は
じ
ま

っ
た
「
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
」
を

日
本
の
伝
統
文
化
の
中
で
捉

え
返
し
て
い
く
べ
く
、
平
成

十
六
年
に
設
立
さ
れ
た
。
そ

の
設
立
趣
意
書
に
は
、「
い

の
ち
」
に
関
わ
る
諸
問
題
を

「
仏
教
」
を
基
調
に
問
い
直

し
、
さ
ら
に
「
日
本
的
」
と

い
う
個
別
性
を
強
調
し
て
独

自
の
理
論
と
方
法
論
を
構
築

し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

学
会
初
日
に
は
外
宮
参

拝
、お
白
石
持
ち
行
事
見
学
、

せ
ん
ぐ
う
館
拝
観
な
ど
の
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
を
設
定
。

二
日
目
は
本
学
・
木
村
徳
宏

助
教
の
講
話
「
伊
勢
の
神
宮

と
式
年
遷
宮
」
を
は
じ
め
、

本
学
雅
楽
部
に
よ
る
演
奏
を

祭
式
教
室
で
挙
行
し
た
。
午

後
か
ら
は
本
学
・
櫻
井
治
男

教
授
が
基
調
講
演
「
神
道
と

死
生
観
―
『
超
生
出
死
』
の

意
味
―
」
を
行
い
、
そ
の
後

に
「
緩
和
ケ
ア
は
死
と
向

き
合
っ
て
き
た

か
」
を
テ
ー
マ

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
。
松

阪
市
民
病
院
内

科
部
長
・
平
野

博
氏
の
発
題
理

由
を
受
け
て
、

患
者
、
遺
族
、

社
会
福
祉
士
、

看
護
師
、
医
師

そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
の
意
見

交
換
が
な
さ
れ

た
。
最
終
日
は

午
前
に
研
究
発
表
会
、
午
後

に
内
宮
参
拝
の
行
事
を
組
み

入
れ
、
日
本
の
伝
統
文
化
を

直
接
学
び
、
触
れ
合
う
学
会

と
な
っ
た
。

〝
日
本
的
〟ホ
ス
ピ
ス
を
考
え
る

仏
教
看
護
・
ビ
ハ
ー
ラ
学
会
第
九
回
年
次
大
会

生涯学習のイメージキャラクターの
マナビィ（中央）

　教育・文化週間は教育や文化への
関心と理解を深め、充実・振興を図
ることを目的として設けられ、今年
で 55回目を迎えます。
　本週間の期間中には、全国各地で
教育・文化に関する様々なイベント
が開催されます。

●博物館や美術館の無料公開や特別展示
●伝統芸能・工芸の鑑賞会や体験講座
●地域住民が日頃の活動成果の発表を行う市民文化祭
●図書館、公民館などでの各種講演会・講座
●大学等における公開講座　●子供向けの自然体験教室　…等々。

11月１日から７日は「教育・文化週間」です

　興味のあるイベントにぜひ足を運んでみてはいかがでしょうか。
詳しくは　http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/kyoiku-bunka/

就任式で記念撮影をする両教授

多彩な視点から活発な意見交換がなされた

　
八
月
十
日
、
津
市
の
三
重

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
三
重
県
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
に
皇
學
館
高
校
吹

奏
楽
部（
前
川
幸
生
顧
問
）が

出
場
し
、高
校
Ａ
編
成（
五
十

五
名
以
下
）の
部
で
優
勝
し
、

最
高
位
の
朝
日
新
聞
社
賞
を

受
賞
。同
月
二
十
五
日
に
は
、

長
野
県
の
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
東
海
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
に
三
重
県
代
表

と
し
て
出
場
し
、
同
じ
く
高

校
Ａ
編
成
の
部
で
金
賞
を
受

賞
し
た
。
こ
れ
ま
で
数
多
く

の
受
賞
実
績
を
誇
る
同
部
だ

が
、
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
三

重
県
大
会
優
勝
、
東
海
大
会

で
の
金
賞
受
賞
の
ダ
ブ
ル
タ

イ
ト
ル
は
初
の
快
挙
。

　
顧
問
の
前
川
先
生
は
指
導

し
て
今
年
で
八
年
目
。
日
頃

か
ら
演
奏
技
術
の
向
上
は
も

ち
ろ
ん
、
音
楽
活
動
を
通
し

て
、
他
人
に
気
を
配
り
支
え

合
い
な
が
ら
全
員
で
成
長
で

き
る
集
団
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
。「
本
校
の
吹
奏
楽

部
は
百
名
を
超
す
大
所
帯
。

だ
か
ら
こ
そ
、
生
徒
は
先
生

に
言
わ
れ
た
ま
ま
行
動
す
る

の
で
は
な
く
、
何
が
大
切
か

を
一
人
ひ
と
り
が
自
分
で
考

え
、実
行
す
る
こ
と
が
大
切
」

と
前
川
先
生
。た
と
え
ば「
楽

し
い
演
奏
」を
す
る
た
め
に
、

み
ん
な
が
楽
し
そ
う
に
振
舞

う
の
で
は
な
く
、
全
員
が
心

か
ら
楽
し
め
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
を
考
え
る
よ
う

に
指
導
し
て
き
た
。
そ
の
マ

イ
ン
ド
が
先
輩
か
ら
後
輩
へ

と
八
年
間
に
わ
た
っ
て
受
け

継
が
れ
た
結
果
、
今
大
会
で

の
朝
日
新
聞
社
賞
及
び
金
賞

に
結
び
付
い
た
と
い
え
る
。

　
次
は
、
全
国
大
会
へ
の
出

場
・
入
賞
と
い
う
高
い
次
元

の
目
標
が
控
え
て
い
る
が
、

「
日
々
の
活
動
を
よ
り
充
実

し
た
楽
し
い
も
の
に
し
た

い
」
と
前
川
先
生
。
そ
の
目

標
を
、
次
は
後
輩
た
ち
が
受

け
継
い
で
い
く
。

９月 22 日・23 日に行われた第６回定期演奏会で、金賞受賞曲を披露した

　
こ
の
度
、
井
後
政
晏
神
道

学
科
前
教
授
、
宮
城
洋
一
郎

社
会
福
祉
学
科
前
教
授
が
名

誉
教
授
に
推
薦
・
承
認
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
そ
の
就
任

式
が
七
月
十
二
日
に
行
わ
れ

た
。

　
井
後
教
授
は
昭
和
二
十
二

年
三
重
県
生
ま
れ
。
昭
和
四

十
七
年
に
本
学
大
学
院
文
学

研
究
科
国
史
学
専
攻
修
士
課

程
を
修
了
し
た
後
、
熱
田
神

宮
に
文
化
研
究
員
と
し
て
奉

職
。
昭
和
六
十
二
年
に
本
学

神
道
研
究
所
講
師
に
就
任
し

て
以
降
、
助
教
授
、
教
授
を

歴
任
し
二
十
六
年
に
わ
た
り

神
道
学
の
教
育
、
神
職
養
成

に
従
事
し
て
こ
ら
れ
た
。
そ

の
間
、研
究
に
も
努
め
ら
れ
、

単
著
と
し
て
『
諸
国
の
一
宮

と
総
社
』、共
著
と
し
て
『
真

清
田
神
社
史
』『
伊
勢
と
出
雲

の
神
々
』
な
ど
を
執
筆
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
神
社
本
庁

な
ど
で
神
職
養
成
の
講
師
を

務
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
学
内

外
で
の
多
大
な
功
績
が
評
価

さ
れ
た
。

　
宮
城
教
授
は
昭
和
四
十
六

年
に
龍
谷
大
学
文
学
部
史
学

科
を
卒
業
後
、
同
五
十
一
年

に
博
士
課
程
を
満
期
退
学
。

そ
の
後
、
種
智
院
大
学
の
教

授
な
ど
を
経
て
、
本
学
へ
は

社
会
福
祉
学
部
開
設
の
設
置

井
後
　
政
晏 

氏

宮
城
洋
一
郎 

氏

名
誉
教
授
に
就
任

井後政晏教授

宮城洋一郎教授

吹奏楽部が初のＷタイトル！
皇學館高校

楽
し
い
解
説
で
ス
テ
ー
ジ
を
盛

り
上
げ
る
前
川
先
生

ー高等学校吹奏楽コンクール三重県大会優勝、東海大会金賞ー



インターンシップ先 明和町立図書館

インターンシップ先 東京海上日動火災保険

インターンシップ先 百五銀行

インターンシップ先 伊勢市役所

インターンシップ先 鳥羽シーサイドホテル

インターンシップ先 津地方法務局

インターンシップ先 三重県庁

インターンシップ先 三重テレビ
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ば日本の仏教史や儒教史、陰陽道の影響など、幅広い
側面に興味を持ち、日本人の心に深く根付いている神
道を幅広い視点から学んでほしいと願っています。

　私の研究テーマは神道学（神道史）および日本学です。
これまで日本の文化と歴史の根底で、神道はとても重
要な役割を担ってきました。たとえば「華道」。ある側
面から見れば、華道とは花の命を奪うということです。
しかし華道によって花は以前にも増して「美しさ」を
取り戻し、再び命を得ることが可能になります。だか
ら「花を生ける」と言います。このように日本人の精
神性と深く結びついた神道について、歴史的にアプロー
チすることが私のゼミの目的です。
　私は神道の実践者ではなく、単なる研究者に過ぎま
せん。しかし私のゼミで学ぶ学生は、これから神道の
実践者として日本や世界に神道文化を発信するという
重要な役割を担うべき人材です。ですから、ただ神道
について学ぶのではなく、日本文化の「諸相」、たとえ

　白山先生は、文学部の教授でありながら（？）専門以外の分野
に関しても実に知識が豊富で、根っから電車が好きな私でさえ知
らない電車のウンチクを語ってくださったり、フェイスブックの
私のページにコメントを書き込んでくださったこともありまし
た。卒論は先生に相談した結果、京都・八坂神社の祇園祭につい
て書くことに決めました。分からないことがあったらすぐに先生
に質問に行っていますが、すぐ答えを出してくださいます。

　白山先生はとても優しくて、私の他愛もない世間話につきあっ
てくださったり、私がアルバイトをしているカフェを訪ねてく
ださったりします。白山ゼミの良いところは、雰囲気がとても
自由だということ。学生や先生が互いに変に気がねすることも
なく、ゼミでの発表もゼミ旅行もかなり自由にやらせていただ
いています。私は実家が社家のため、卒論は、実家の神社に縁
の深い美濃・飛騨の白

はく

山
さん

信仰を調べて書く計画です。

白山芳太郎（神道学）教授 

神道の実践者という自覚を持ち、
多彩な視点で神道を学んでほしい。
大阪の近鉄文化サロン阿倍野で「古事記を読む」という講座
を開講する白山先生。難しそうなテーマながら、先生のわか
りやすい解説と気さくな人柄で好評を博しています。ゼミも
大人気で、毎年多くの学生が白山ゼミを希望するそうです。

学生コメント

先生の知識の幅広さに驚きました

何でも自由に研究できるゼミです

矢島陽子さん　神道学科４年

上杉千花さん　神道学科４年

　明和町立図書館でカウンター業務のほか、書架の整理や本の修理・コーティ
ング、レファレンスサービス、児童向けの新コーナー作りなどに関わりました。
司書は座って作業することが多いと思っていましたが、実際は重たい本を何冊
も抱えて移動したり利用者からの要望に応えるため対策会議を行ったりと、体
力や柔軟な発想も求められる職業です。心地よい空間づくりのために笑顔で接
するなど、サービス業という側面もあります。司書の仕事の面白さを知って、
本に関連する業界に進みたいという具体的な目標ができました。

本に関わる仕事に就きたい
国文学科３年・鏡島里菜（希望職種・サービス業）

就労観が変わった
国史学科３年・井上英樹（希望職種・サービス業）

人を支える職に就きたい
国史学科３年・池田博章（希望職種・中高教諭）

希望職種に広がり
現代日本社会学科２年・堤文香（希望職種・福祉関連）

職種イメージがより明確に
国文学科３年・奥村詩織（希望職種・観光・サービス業）

「責任」の意味を知る
国史学科３年・宮下晃太郎（希望職種・公務員）

他大生との交流が刺激に
現代日本社会学科２年・羽田明莉（希望職種・公務員）

志望先を変更
現代日本社会学科２年・岡剛史（希望職種・マスコミ・メディア）

　人への接し方等々学ぶことは多かったのですが、いちばんは社会人の方と触
れ合い就労観が変化したことです。仕事は大変でつらいことばかりというイメ
ージでしたが、インターンシップ先では皆さん生き生きとして自分の仕事に誇
りを持って働いていました。具体的にどの企業に入りたいという希望はなかっ
たのですが、今回のことで雰囲気の明るい職場で働きたいと強く考えるように
なりました。就職活動においては企業研究をしっかりしていきたいです。

　銀行業務について詳しく教えてもらったり、資金証券という部署で余った
お金を株や国債に運用している現場を見学させてもらったりしました。今ま
で銀行は貯金のイメージしかありませんでしが、企業の発展や景気向上を支
える存在であることを改めて知ることができよかったです。私は就職に対す
る気持ちが薄く目標も定かではありませんでしたが、今回参加したことで人
を支える職に就きたいという意識が高まりました。

　伊勢市役所で事務作業や窓口業務の手伝いをしたり、児童センターや児童
園などで体験学習をしました。児童センターでは子ども同士が言い合いを始
め、一人の児童が手を出しそうになり強く叱ったこともありましたが、最終
的にはその子がいちばん懐いてくれたので嬉しかったです。児童福祉分野で
の就職を望んでいましたが、障がい児と関われる仕事にも興味を持ちました。
今回インターンシップに参加したことで選択の幅が広がり、とても有意義な
時間を過ごせたと思います。

　ホテルの玄関に立ちお客様のお出迎えやお見送り、客室へのご案内（エス
コート）業務などを体験しました。サービスについて学んだのは、何をすれ
ばお客様が喜ぶのか、どうすることがいちばん適切なのかを自分で考えて行
動しなければならないということ。基本的な手順はあっても一人ひとり臨機
応変に対応しなければなりません。９日間という短い研修でしたが、実際に
経験したことで観光・サービス業を漠然としたイメージではなく、現場の雰
囲気を含めより明確に捉えることができたのは大きな収穫でした。

　社会人になったとき、自分は「責任」を持って働けるのか、「責任」に押し
潰されないか心配でした。でも、法務局の方の仕事ぶりを拝見するうちに、
責任を持って働くということは、誰かのために行動することだと気付きまし
た。この気持ちを忘れずに就職活動に励み、社会へ出たときは自分も「責任」
を持って働ける社会人になりたいと強く感じました。

　実習に参加していた他大学の学生が将来の夢や希望についてはっきりと答
えているのを見て、とても刺激を受けました。「これになりたい」という明確
な意思があれば、就職活動におけるモチベーションも違ってきます。また、
インターンシップ中は自分の意見をはっきりと述べなければいけない場面が
多く、人前で話すことが苦手な私も少し度胸がつきました。これらの経験を
今後の就職活動に活かしたいと思います。

　生放送番組の取材や取材映像の編集、ニュース原稿の作成など現場作業に
携われたのは貴重な経験でした。とくに伊賀上野城で忍者体験をしていた外
国人観光客に英語で取材できたときは嬉しかったです。今回、どんなニュー
スでも使われる映像は全体の１、２割であることや報道する側として強い責
任感が求められること、行動力や表現力が必要なことなど資質に関わること
も学べました。新聞記者から放送記者になりたいと志望も変わり、本格的な
就職活動を前に軌道修正できてよかったです。

●インターンシップ



実習先 橿原神宮・速谷神社

実習先 岡山市立建部中学校

実習先 伊勢市立港中学校

実習先 太宰府天満宮宝物殿

実習先 甲賀市立伴谷小学校

実習先 障害者福祉サービス事業所ありんこ
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　実習では清掃や宿直など日々の奉仕に加え、お守りの在庫の確認、駐車場
の整備といった年末年始の奉仕を体験しました。宿直や清掃は一見地味に見
えますがこうした奉仕こそ重要で、昼夜を問わず奉仕する意義、信仰心を養
えたと思います。神職の方々が家庭のように温かな雰囲気の中で奉仕されて
いたのも印象的で、そうした関係を築いているのは日頃の挨拶や声かけでは
ないかと発見しました。また、國學院大學をはじめ他大学の学生と寝食を共
にし一丸となって実習に取り組むにつれ、互いに気付いたことを指摘し合い、
作法や信仰心の向上につながりました。とても刺激を受けた交流でした。

　実習中学んだのは「７褒めて３叱れ」の大切さです。まだ生徒のことをよ
くわかっていない時に服装を正すよう注意したら「うぜえ」と言われました。
そこで、褒めてから注意するようにしたら反抗することなく直していました。
また、私語はないが反応も薄いクラスがグループワークを取り入れると活発
になるなど、クラスによってうまくいく授業形態が違うことも発見しました。
生徒をしっかり観察して対応することが大事だと感じました。机上の学習で
はなく、実際に生徒と接し、先生方の仕事を拝見することで自分なりの教師
観、生徒観が膨らんだことがこの実習で成長した部分だと思います。

　教師は憧れだけでできる仕事ではないことを痛感しました。専門教科や部
活動のほか、生徒が提出するデイリーノートの点検など生活部分の指導、ま
た、学校自体の問題にも対応しなければいけません。正直、自分が想像して
いた以上に大変で、悩むことも多かったです。でも、授業が楽しい、わかり
やすいと思ってくれる生徒が一人でも増えればと寝る間を削って毎日頑張れ
たことで自信が芽生え、少々のつらさには動じなくなりました。自分自身が
一生懸命になれば、生徒は必ず応えてくれることも学びました。最後の授業
で、生徒全員が起立してお礼を言ってくれたことが心に残っています。

　太宰府天満宮宝物殿で学芸員実習に参加しました。仕事は収蔵庫の整理が
中心で、実際の美術品を取り扱うほか、小学生向けのワークショップにもス
タッフとして同行。展示品の解説資料作りも手伝いました。現場ではいくつ
もの課題、業務を同時進行でこなしていかなければならず、内容も多岐にわ
たり、力仕事のほかに豊富な知識、幅広い教養が必要です。たった一枚の資
料でも多くの時間をかけ何度も繰り返し精査しなければいけません。「本物」
に触れたことで要求されるレベル、プロ意識の高さを実感し、甘かった認識
を見直すことができました。

　教師は自分の担当クラスだけが運営できていればよいと思っていました
が、学校という組織の一員として「報告・連絡・相談」をしっかりやって初
めて全体が機能することを発見しました。そして、一人の力では成り立たな
い職業であることも……。子どもはもちろん、仕事仲間、地域社会、保護者
との信頼関係、助け合いがあってこそ〝よき授業〟を創り上げることができ
ます。実際に、私と児童との信頼関係が深まるにつれ、手を挙げて発表する
生徒が増えていきました。２０日間という短い期間でしたが、日々成長する
子どもたちの姿を見ることが教師のやりがいだと感じられた実習でした。

　施設利用者の方が喫茶店で働いている様子を見学したり個別支援計画書を
作成したり、ほかにも保護者の方の話を聞くなど、現場でしかできない仕事を
たくさん体験させていただきました。その中で思ったのは、福祉の仕事は利
用者と深く関わることで楽しさややりがいを見出せる職業だということ。同
時に、大変さや難しさも感じました。考えていた以上に利用者は私たち実習生
や職員の動きを見ているので、自分の言動には責任を持って関わっていかなけ
ればいけません。また、実際は講義で習っている通りにいかないことも多く、
福祉の現場で働くには知識だけでなく経験が必要だと改めて思いました。

一見地味な奉仕こそ重要
神道学科３年・西谷優司（希望職種・神職）

めざす教師像が見えてきた
国文学科４年・日野志保（希望職種・中学校国語教諭）

一生懸命やれば応えてくれる
コミュニケーション学科４年・中川綾菜（希望職種・中学校英語教諭）

「本物」に触れ、認識を改める
国史学科４年・御田幸嗣（希望職種・神職）

信頼関係、助け合いが必要
教育学科３年・玉井隆至（希望職種・小学校教諭）

講義通りにはいかない
現代日本社会学科３年・世古口さおり（希望職種・福祉関連）

●実習

実習・インターンシップ
体験記
実習・インターンシップ
体験記
本格的な就職活動を前に、４月から９月までの半年間で
801名の学生が実習・インターンシップに参加した。
インターンシップとは近年とくに注目が集まっている制度で、
学生が興味を持っている業界や企業で一定期間就業体験をするというもの。
実践的な社会経験を積むことでめざす職業への理解が深まり、
将来像を具体的に思い描くきっかけになったり、
「仕事とは何か、社会とは何か」といった就労観、社会観を見直す機会にもなる。
実習・インターンシップに参加したことでどのような発見、成果があったのか、
以下に１４名の体験談を紹介する。

社 会 へ の 第 一 歩
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新
校
友
会
役
員
が
抱
負

自
信
と
達
成
感
得
た
二
週
間オース

ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修

皇
高
生
気
分
を
満
喫

学
校
見
学
会
を
開
催

　
今
年
で
十
二
回
目
を
迎
え
る
海

外
語
学
研
修
が
七
月
二
十
二
日
か

ら
八
月
四
日
の
二
週
間
、
本
校
の

姉
妹
校
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
・
セ
カ
ン
ダ

リ
ー・カ
レ
ッ
ジ
で
実
施
さ
れ
た
。

ロ
ー
ズ
ヒ
ル
・
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
・

カ
レ
ッ
ジ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

　
九
月
二
十
一
日
、
本
年
度
第
一

回
と
な
る
皇
學
館
高
校
学
校
見
学

会
を
開
催
し
、
県
内
各
地
か
ら
中

学
生
、
保
護
者
、
中
学
校
教
員
合

わ
せ
て
約
七
百
名
が
参
加
し
た
。

　
当
日
は
平
賀
秀
忠
教
頭
に
よ
る

挨
拶
に
続
き
、
生
徒
代
表
（
総
務

委
員
長
）
の
二
年
七
組
・
城
貴
斗

君
の
歓
迎
の
言
葉
で
ス
タ
ー
ト
。

　
第
一
部
で
は
多
田
真
二
教
頭
に

よ
る
学
校
紹
介
、
入
試
担
当
者
の

説
明
の
あ
と
、
吹
奏
楽
部
に
よ
る

歓
迎
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
、「
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
感
動

し
た
！
」
と
い
う
中
学
生
の
感
想

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　
第
二
部
で
は
校
舎
内
を
見
学
し

た
後
、
皇
學
館
大
学
・
倉
陵
会
館

で
の
学
食
体
験
を
実
施
。
十
八
の

班
に
分
か
れ
た
参
加
者
は
高
校
体

育
館
を
出
発
し
、
案
内
係
の
教
員

や
現
役
生
徒
と
と
も
に
高
校
校
舎

か
ら
中
学
校
校
舎
、
そ
し
て
大
学

へ
と
歩
を
進
め
た
。
大
学
学
食
で

は
、
普
段
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
な
い

「
カ
ツ
カ
レ
ー
」
が
振
る
舞
わ
れ

た
。

　

第
二
回
は
十
月
十
九
日
に
実

施
、
第
三
回
は
十
一
月
十
六
日
に

開
催
予
定
。
一
回
目
に
引
き
続
き

多
数
の
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

入
試
広
報
部
長　
坂
本
昌
也

　
私
が
今
、
こ
う
し
て
総
務
委
員

長
と
い
う
職
を
与
え
ら
れ
て
い
る

の
は
皆
さ
ん
の
後
押
し
が
あ
っ
た

か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。「
ど

う
せ
や
る
な
ら
、楽
し
い
こ
と
を
」

―
―
や
る
か
ら
に
は
自
分
た
ち
が

出
せ
る
力
を
す
べ
て
出
し
切
り
、

悔
い
の
残
ら
な
い
、
む
し
ろ
「
時

間
が
戻
っ
て
ほ
し
い
」
と
思
え
る

行
事
や
日
々
を
作
る
助
け
に
な
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

選
ば
れ
た
責
任
を
果
た
す
べ

く
、
期
待
を
現
実
に
変
え
ら
れ
る

よ
う
奔
走
し
て
い
く
の
で
応
援
の

ほ
ど
、
ど
う
か
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
が
今
回
、
総
務
副
委
員
長
に

な
っ
て
一
番
し
た
い
こ
と
は
皇
學

　
八
月
二
十
五
日
に
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
た
。
夏

休
み
中
の
開
催
は
初
め
て
の
試
み

で
、
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く

の
小
学
生
、保
護
者
が
参
加
し
た
。

メ
ル
ボ
ル
ン
市
近
郊
の
閑
静
な
住

宅
街
に
あ
る
、
美
し
い
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
全
校
生
徒
約
千
名
の

公
立
学
校
だ
。

　
今
年
の
語
学
研
修
に
は
、
男
子

二
名
、
女
子
八
名
の
計
十
名
の
生

徒
が
参
加
し
た
。
十
名
の
生
徒

館
生
全
員
が
毎
日
を
楽
し
ん
で
、

一
人
も
嫌
な
気
持
ち
に
な
ら
な
い

学
校
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
皇
高
祭
・

体
育
大
会
な
ど
の
行
事
で
一
人
ひ

と
り
が
楽
し
み
、
ク
ラ
ス
の
団
結

力
を
強
め
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
皇
學
館
生
全
員
が
楽
し
め
る
よ

う
精
一
杯
頑
張
る
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

は
現
地
で
の
研
修
に
先
立
ち
、
国

際
交
流
担
当
の
主
任
・
角
屋
重
文

教
諭
の
指
導
の
も
と
、
三
月
よ
り

「
英
会
話
の
レ
ッ
ス
ン
」
を
は
じ

め
と
し
て
、現
地
で
披
露
す
る「
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
練
習
」、
小
学

校
訪
問
で
紹
介
す
る
「
日
本
の
伝

統
・
文
化
や
遊
び
の
英
語
に
よ
る

説
明
」
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
き

た
。

　
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
校
で
は
、
ホ
ス
ト

生
と
と
も
に
登
校
し
、
ホ
ス
ト
生

と
同
じ
授
業
に
参
加
す
る
。
本
校

生
徒
だ
け
を
対
象
と
し
た
英
語
の

特
別
授
業
も
行
わ
れ
る
。
ま
た
、

校
外
語
学
研
修
と
し
て
ホ
ス
ト
と

と
も
に
近
隣
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
や
ビ
ク
ト
リ
ア
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
メ
ル
ボ
ル
ン
動
物
園
へ

行
き
、
買
い
物
や
食
事
な
ど
を
通

じ
て
現
地
で
の
生
活
や
習
慣
、
文

化
の
違
い
に
直
に
触
れ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
近
隣
の
小
学
校
へ
行
き
、
日

本
の
遊
び
や
文
化
（
紙
芝
居
、
紙

　
私
は
、
こ
の
皇
學
館
高
校
を
よ

り
よ
い
学
校
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た

ち
三
人
の
校
友
会
役
員
の
力
だ
け

で
な
く
、
皇
學
館
高
校
生
で
あ
る

皆
さ
ん
の
力
や
意
見
が
必
要
で

す
。
今
、
こ
の
学
校
で
は
何
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん

の
意
見
を
聞
き
、
活
動
し
て
い
き

た
い
で
す
。
先
輩
方
が
繋
い
で
き

て
く
だ
さ
っ
た
「
バ
ト
ン
」
を
後

輩
た
ち
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
一
年
間
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、

合
唱
同
好
会
に
よ
る
「
日
記
の
う

た
」
で
始
ま
っ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
は
軽
快
な
リ
ズ
ム
や
面
白
い
歌

詞
に
小
学
生
の
笑
顔
が
見
え
た
。

そ
し
て
、
学
校
長
挨
拶
、
学
校
説

明
が
行
わ
れ
た
。

　
次
に
、
希
望
す
る
教
科
の
授
業

が
受
け
ら
れ
る
体
験
授
業
が
行
わ

れ
た
。
国
語
は
「
納
得
！
親
子
で

体
験
、古
の
世
界
」、算
数
は
「
脳

が
ワ
ッ
と
な
る
数
楽
（
す
う
が

く
）」、
英
語
は
「Let's  enjoy  

English!

」、
理
科
は
「
科
学
の

ふ
し
ぎ
」
と
い
ず
れ
も
特
色
あ
る

授
業
に
参
加
者
は
興
味
を
持
っ
た

様
子
で
、
保
護
者
も
一
緒
に
な
っ

て
実
験
や
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
い

相
撲
や
折
り
紙
な
ど
）
を
小
学
生

に
紹
介
し
、
体
験
し
て
も
ら
う

活
動
も
あ
る
。
今
年
は
、「
紙
相

撲
」「
折
り
紙
」「
ダ
ル
マ
さ
ん
が

こ
ろ
ん
だ
」
を
小
学
生
と
一
緒
に

行
い
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
。
小

学
生
だ
け
で
な
く
、
小
学
校
の
先

生
方
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
た
と
思

う
。
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
校
で
の
最
終
日

に
は
、
本
校
が
主
催
す
る
フ
ェ
ア

ウ
ェ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー
（
お
別
れ

会
）
が
開
か
れ
、
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
校

の
先
生
方
、
ホ
ス
ト
家
族
と
一
緒

に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
の
最
後
に
ラ
ウ

ス
校
長
よ
り
、
語
学
研
修
の
修
了

証
書
が
本
校
生
一
人
ひ
と
り
に
手

渡
さ
れ
た
。

　
翌
日
の
帰
国
に
あ
た
っ
て
、
空

港
近
隣
の
ホ
テ
ル
が
集
合
場
所
と

な
っ
た
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
ホ

ス
ト
家
族
と
の
別
れ
を
惜
し
む
と

と
も
に
再
会
を
誓
い
合
い
、
帰
途

に
つ
い
た
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

自
信
を
深
め
、
大
き
な
達
成
感
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
実
り
多
い
研

修
と
な
っ
た
。

教
頭　
多
田
真
二

た
。

　
最
後
に
学
校
見
学
ツ
ア
ー
、
部

活
動
体
験
見
学
が
行
わ
れ
た
。
学

校
見
学
で
は
教
員
が
学
校
を
案
内

し
、
部
活
動
体
験
で
は
在
校
生
と

共
に
小
学
生
が
汗
を
流
し
た
。
ま

た
、
在
校
生
が
質
問
に
答
え
る
個

別
相
談
ブ
ー
ス
で
は
交
通
手
段
や

学
校
の
様
子
な
ど
を
小
学
生
と
保

護
者
が
真
剣
に
質
問
し
て
い
た
。

メルボルン動物園にて記念撮影

盛り上がった歓迎ミニコンサート

体験授業に興味津々の参加者たち

賞状を手にし、喜びの
表情を見せる

　

七
月
五
日
に
校
友
会
の
新
役
員
を
決
め
る
選
挙
が
行
わ
れ
、
次
の

三
名
が
選
出
さ
れ
た
。
以
下
に
彼
ら
の
抱
負
の
言
葉
を
紹
介
す
る
。

選
ば
れ
た
責
任
を
果
た
す

総
務
委
員
長　

二
年
七
組

　

城
貴
斗

全
員
が
楽
し
め
る
学
校
に

総
務
副
委
員
長　

二
年
七
組

　

平
田
拓
海

初
の
夏
休
み
開
催

平
成
二
十
五
年
度　

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
２
０
１
３

小
学
生
・
ア
ド
バ
ン
ス
ト

部
門
で
上
阪
さ
ん
が
優
勝

第
八
回
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

１１月１７日（日）
９時３０分～
◎学校説明
◎入試説明
◎入学対策授業：国語・
　算数・理科・社会

事前予約は不要です。
対象は入学を希望する
小学生と保護者です。
上記以外に学校見学も
随時受け付けていま
す。ご連絡ください。

・
・

・

※入試プレテストがもらえます！

第２回説明会を
開催します！

　

八
月
二
十
四
日
に
皇
學
館
中

学
校
・
高
等
学
校
英
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
中
学
校
セ
ミ

ナ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
は
今
年
で
八

回
目
を
数
え
、
年
々
参
加
者
が
増

え
て
い
る
。
さ
ら
に
は
教
育
委
員

会
や
新
聞
社
、
英
検
な
ど
の
後
援

団
体
も
増
え
、
か
つ
て
な
い
盛
況

と
な
っ
た
。
今
回
、
小
学
生
の
部

は
五
十
四
名
、
中
学
生
の
部
は
二

十
八
名
、
計
八
十
二
名
の
参
加
者

が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し

た
。

　
本
年
度
は
例
年
に
も
増
し
て
レ

ベ
ル
が
高
く
、
審
査
員
の
先
生
方

を
悩
ま
せ
た
。
結
果
は
、
小
学
生

の
部
〈
ア
ド
バ
ン
ス
ト
部
門
〉
で

はG.E.S.

英
会
話
学
校
の
上
阪

奈
那
さ
ん
、〈
ビ
ギ
ナ
ー
部
門
〉

で
は
西
が
丘
小
学
校
の
野
村
明
冬

さ
ん
、
中
学
生
の
部
で
は
高
田
中

学
校
の
稲
葉
雅
紀
さ
ん
が
優
勝

に
輝
い
た
。
な
お
、
上
阪
さ
ん

は
昨
年
度
の
ビ
ギ
ナ
ー
部
門
優

勝
者
で
あ
る
。

　
会
場
に
は
今
年
度
は
参
加
を

見
送
っ
た
も
の
の
次
は
ぜ
ひ
参

加
し
た
い
と
い
う
方
々
も
多
数

来
場
し
て
お
り
、
来
年
度
は
さ

ら
に
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
に
な

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
英
語
科　
角
屋
重
文

●
訂
正
と
お
詫
び

　

前
号
（
第
45
号
）
の
表
彰
者
一
覧
の
中

で
左
記
の
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

誤
：
吉
居
幸
祐
（
東
海
大
会
出
場
決
定
）

正
：
吉
居
幸
佑
（
全
国
大
会
出
場
決
定
）

囲
碁
・
男
子
個
人・・

左から委員長の城君、副委員長の平田君、
大畑さん

皆
さ
ん
の
力
が
必
要

総
務
副
委
員
長　

二
年
十
組

大
畑
綾
音
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同
周
年
記
念
事
業
は
募
財
活
動
の
中
心
を
「
生
徒
の
教
育

活
動
支
援
」
に
置
い
て
お
り
、
八
月
三
十
一
日
現
在
の
募
金

状
況
は
次
の
通
り
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
賛
同
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
皇
學
館
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
・

　
皇
學
館
中
学
校
創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業

寄
付
者
芳
名

皇學館高等学校創立五十周年・
皇學館中学校創立三十五周年記念事業
寄付金進捗状況 平成25年8月31日現在

一般 旧教職員・
篤志家等（　　　　　）

申込件数区分 申込金額（円） 納入金額（円）

3

46

18

259

76

130

450,000

4,500,000

575,000

8,693,000

1,255,000

4,065,000

450,000

4,460,000

575,000

8,693,000

1,255,000

4,065,000

合計 532 19,538,000 19,498,000

宗　教　界

企　　　業

同窓会会員

後援会賛助会員

本法人関係

●
三
重
県

二
十
万
円
『
十
万
円
増
額
』

十
万
円

五
万
円

一
万
円

●
北
海
道

二
万
円

●
宮
城
県

一
万
円

●
東
京
都

一
万
五
千
円

●
神
奈
川
県

二
万
円

●
富
山
県

二
万
円

●
長
野
県

三
万
円

●
愛
知
県

一
万
五
千
円

一
万
円

一
万
円

●
三
重
県

十
万
円

五
万
円

四
万
円

三
万
円

二
万
円

二
万
円

二
万
円

二
万
円

二
万
円

二
万
円

二
万
円

二
万
円

二
万
円

一
万
五
千
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円 

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円

五
千
円

五
千
円

五
千
円

五
千
円

五
千
円

五
千
円

五
千
円

五
千
円

五
千
円

五
千
円

三
千
円

●
滋
賀
県

一
万
円

一
万
円

●
京
都
府

二
万
円

●
大
阪
府

一
万
円

五
千
円

●
兵
庫
県

三
万
円

二
万
円

二
万
円

一
万
円

●
山
口
県

三
万
円

●
福
岡
県

一
万
円

●
三
重
県

二
万
円

●
三
重
県

二
十
万
円

十
万
円

大
岩
矯
正
歯
科
様

（
株
）
神
路
社
様

（
有
）
小
林
電
器
製
作
所
様

長
井
歯
科
様

泉
波
希
久
子
様

濱
口　
裕
雅
様

中
川　
愛
子
様

鈴
木　
隆
俊
様

平
尾　
旨
明
様

市
原
貴
美
雄
様

加
藤
由
美
子
様

細
田　
文
保
様

本
名　
佑
至
様

大
平　
佳
樹
様

小
林　
重
典
様

田
中　
廣
繁
様

木
本　
智
彦
様

加
藤　
直
輝
様

谷
分　
道
長
様

丸
田　
　
衛
様

岡
田　
大
志
様

小
林　
鈴
代
様

小
林　
　
均
様

小
林　
由
弥
様

芝　
　
博
一
様

平
尾
ヒ
サ
子
様

浅
井　
　
望
様

上
野　
秀
美
様

上
村　
浩
規
様

森　
健
次
郎
様

森　
　
真
吾
様

山
中　
偉
石
様

阪
江　
　
豪
様

坂
部　
紋
香
様

見
並　
　
倫
様

宮
田　
俊
彦
様

清
水　
梨
央
様

吉
川
久
寿
男
様

乾　
　
貴
幸
様

岡
田　
彩
夏
様

奥
村　
正
洋
様

見
並　
　
誠
様

島
田　
香
都
様

西
井　
良
介
様

野
口　
紋
奈
様

前
川
清
冶
郎
様

村
上
瑛
里
子
様

村
田　
洋
子
様

森
本　
伸
一
様

中
村　
幸
博
様

中
西
麻
衣
子
様

大
平　
修
嗣
様

大
平　
明
美
様

齋
藤　
　
確
様

津
谷　
　
治
様

長
森　
圭
司
様

野
口　
真
希
様

山
本　
貴
大
様

野
村　
莞
爾
様

大
嶋
は
づ
き
様

大
河
内
順
子
様

石
田　
陽
子
様

島
田　
新
一
様

大
河
内
孝
輔
様

桶
谷
久
美
子
様

佐
藤　
大
智
様

松
井　
義
明
様

山
本　
航
司
様

清
水　
　
昱
様

井
口　
幸
恵
様

井
口　
昌
宏
様

鳥
居　
　
肇
様

中
島　
　
勝
様

山
崎
よ
し
み
様

石
岡　
　
格
様

摺
河　
祐
彦
様

三
星　
宗
紀
様

石
原　
幾
子
様

西
村　
春
樹
様

丸
田　
正
文
様

岡
宗
眞
一
郎
様

佐
古　
一
洌
様

井
面　
　
護
様

※
注
意
事
項

　

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
ご
芳
名
・
金
額

等
の
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
な
い

方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
記
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
同
窓
会
会
員
／
11
名

■
本
法
人
関
係
／
２
名

  

企
業

  

同
窓
会
会
員

　
本
学
で
の
開
講
は
今
年
で

五
回
目
。
平
成
二
十
一
年
四

月
に
教
員
免
許
更
新
制
が
導

入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
教
員

免
許
状
の
有
効
期
限
は
十
年

と
な
り
、
更
新
す
る
に
は
指

定
の
期
間
に
三
十
時
間
以
上

の
講
習
を
受
講
し
修
了
す
る

こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
五
日

間
の
う
ち
二
日
間
は
必
修
領

域
と
し
て
「
教
職
に
つ
い
て

の
省
察
」「
子
ど
も

の
変
化
」「
教
育
政

策
の
動
向
」「
学
校

の
内
外
に
お
け
る

連
携
協
力
」を
テ
ー

マ
と
し
、
後
半
の

三
日
間
で
は
「
伝

統
と
文
化
の
理
解
」

「
道
徳
教
育
・
生
徒

指
導
」「
教
科
内
容

の
充
実
」を
テ
ー
マ

に
最
新
の
教
育
事

　
八
月
二
十
日
か
ら
二
十
五

日
に
か
け
て
、
教
員
免
許
状

更
新
講
習
を
伊
勢
会
場
及
び

四
日
市
会
場
で
開
催
し
た
。

五
日
間
三
十
時
間
に
及
ぶ
講

習
に
は
二
九
一
名
が
参
加
。

三
重
県
の
み
な
ら
ず
、福
島
、

埼
玉
、
静
岡
、
愛
知
、
大
阪
、

和
歌
山
、
兵
庫
、
広
島
な
ど

県
外
か
ら
の
受
講
者
の
姿
も

目
立
っ
た
。

情
を
踏
ま
え
、
直
面
し
て
い

る
教
育
課
題
や
皇
學
館
大
学

の
特
色
、
地
域
性
に
配
慮
し

た
内
容
も
取
り
入
れ
た
講
習

が
行
わ
れ
た
。
講
師
陣
は
、

本
学
教
員
の
他
、
著
名
な
外

部
講
師
も
多
数
担
当
し
た
。

講
習
後
、
受
講
者
か
ら
「
教

職
の
心
構
え
を
再
認
識
で
き

企
画
部
地
域
連
携
推
進
室

地
域
連
携
推
進
担
当
課
長

〔
企
画
部
企
画
担
当
課
長
〕

大
学
（
兼
法
人
本
部
）

企
画
部
企
画
担
当
課
長

文
学
部
助
手
（
教
育
開
発
セ
ン

タ
ー
助
手
）

神
職
養
成
部
書
記

【
出
身
地
・
経
歴
等
】

三
重
県
出
身
、
皇
學
館
大
学
神

道
学
専
攻
科
卒

【
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

「
素
直
な
心
」
を
座
右
の
銘
に
、

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

た
」「
思
い
も
よ
ら
ぬ
視
点
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」「
興

味
深
く
、
即
実
践
で
き
る
内

容
で
よ
か
っ
た
」「
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
グ
ル
ー
プ
討
議
が

あ
り
、
楽
し
く
研
修
す
る
こ

と
が
で
き
た
」「
皇
學
館
の
精

神
に
則
っ
た
講
義
で
よ
か
っ

た
」「
日
本
人
に
生
ま
れ
て
よ

か
っ
た
と
改
め
て
思
え
る
講

習
だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を

い
た
だ
い
た
。教

職
支
援
担
当

県
内
外
か
ら
二
九
一
名
が
受
講

教
員
免
許
状
更
新
講
習

教育課題や地域性あふれる講習が行われた

 

教
職
員
人
事

〔
　
〕
内
は
旧
職
名

橋
本　
　
久

橋
本　
　
久

速
水　
香
織

鈴
木　
　
烈

●
兼
務

平
成
二
十
五
年
九
月
一
日
付

●
退
職平

成
二
十
五
年
九
月
三
十
日
付

●
採
用

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
付

●
配
置
換平成

二
十
五
年
九
月
一
日
付

速報 教員採用試験結果
三重県教育界に大きな役割を果たすとともに、
高い評価を得ています。

※１…三重県全合格者数は290名　※２…三重県の全大学比較

三重県公立小学校
平成２５年度実施［ ］

32%
皇學館
大学

他大学

合格者数県内大学 位※21
三重県小学校教員合格者 名※193

10月26日（土）記念講堂
合唱コンクール・合唱同好会発表
記念公演（青島広志先生）

10月27日（日）中学校校舎
クラス展示
記念行事（皇學館大学「雅」）

平成26年度  生徒募集要項

出 願 期 間

入 学 試 験

合 格 発 表

入 学 手 続

学 費

特 典

345名
中学卒業者および平成26年3月卒業見込みの者

1月30日（木）合格通知を中学校と本人宛に発送します（電話によるお
問い合わせには、お答えできません）

皇學館大学への進学希望者には、附属高校特別推薦枠や入学金半
額免除などの特典があります。

①
②
③

入学願書（本校所定の用紙）
学習・生活の記録（本校所定の用紙）
受験料：12,000円（本校所定の用紙（郵便振替）にて、
          必ずゆうちょ銀行窓口で、お納めください）

①
所属中学校長の推薦書により、学業・人物優秀と認められる生徒に
対しては、学力特別奨学生、また顕著な競技実績を持つと同時に、
本校の授業内容を修得できる学力を有し、人物優秀な生徒に対して
は、スポーツ・芸術推薦およびスポーツ・芸術特別奨学生の制度が
あります。

②

入学時の経費………… 教育充実費
入学後の経費（月額）… 授業料

教育充実費
その他

200,000円
21,500円
10,000円
4,400円

2月17日（月）午後3時までに、入学金：45,000円を納入してください
（本校所定の用紙にて、必ず銀行口座でお納めください）

1月24日（金）午前9時～
●教　科／国語・数学・英語・理科・社会
●方　式／マークシート方式
●受験場／皇學館高等学校

平成26年1月8日（水）～1月16日（木）
午前9時～午後3時まで（土日および祝日は受け付けておりません）

募 集 人 数
入 学 資 格

出 願 手 続

推薦および
特別奨学生
に つ い て

皇學館高等学校

平成26年度  生徒募集要項
6年一貫教育　皇學館中学校

出 願 手 続

出 願 方 法

試 験 日 時

試 験 教 科

合 否 発 表

合格者登校日

入 学 手 続

学費（月額）

特別奨学生
制 度

Ａ日程（一般・専願）・Ｂ日程併せて70名
平成26年3月小学校卒業見込みの児童（男女共）

出願書類と受験票返信用封筒（住所氏名の記入、返信切手<書留速達
代７７０円>の貼付が必要）を所定の封筒に入れ、必ず書留速達で郵送→
〒５１６－８５８８ 伊勢市楠部町１３８　皇學館中学校事務室
☎０５９６－２３－１３９８

人物優秀で、次のいずれかの基準を満たす者から選考し、入学金およ
び授業料の納入を免除します（入学を確約する者に限ります）。

入学試験の成績が特に優秀な者①
小学校長または学習塾長から学業成績が特に優秀であると推薦さ
れ、入学試験の成績が優秀な者

②

持参する場合
出願書類を取りそろえ、所定の封筒に入れて学校事務室へ持参
郵送する場合

平成25年
平成26年

～12月
1月
16日（月）
8日（水）

午前9時～午後3時（土曜日は正午まで）

※12月22日（日）、23日（祝）、
　28日（土）～1月5日（日）を除く

国語

算数

理科

社会

国語

算数

面接

国語

算数
（50分150点）

（50分150点）

（40分100点）

（40分100点）

（50分150点）

（50分150点）

（50分150点）

（50分150点）

平成26年1月15日（水）
各家庭に郵送（電話によるお問い合わせにはお答えできません）

入学金45,000円、教育充実費150,000円、合計195,000円
（所定の用紙にて銀行窓口でお納めください）

授業料21,500円、教育充実費10,000円、
その他4,300円（保護者会費、後援会費、校友会費、図書費）

平成26年2月12日（水）

平成26年1月19日（日）
午前10時より

平成26年2月16日（日）
午前10時より

平成26年１月17日（金）
午後３時まで

平成26年２月1４日（金）
午後３時まで

平成26年
　　　　

1月
2月
27日（月）
6日（木）

～

平成26年1月12日（日）
午前9時～

平成26年2月8日（土）
午前9時～

午前9時～午後3時（土曜日は正午まで）

※2月2日（日）を除く

入学志願票（本校所定の用紙）
受験料12,000円（本校所定の用紙にてゆうちょ銀行窓口でお納め下さい）

Ａ日程
専願一般

Ｂ日程

募 集 人 数
入 学 資 格

出 願 期 間

●イベント開催のお知らせ

２日間とも入学を希望する小学生・保護者の皆様を対象に一般公開を行っています。
ぜひ、お越しください。

創立三十五周年記念　皇中祭

進学コース・特別進学コース、それぞれのコースに推薦制度があります。

  

後
援
会
賛
助
会
員

  

本
法
人
関
係



  

編
集
後
記

 イベント情報（１１～１２月）

「中世文書を読む！」－伊勢山田八日市場をめぐる古文書－
千枝大志（研究開発推進センター助教）

古文書講座 712 教室14 土

特別公開講座　日本書紀を読む －崇神天皇紀－
大島信生（文学部教授）

皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野21 土

神道と仏教 －神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離－
「富士山における神仏習合と神仏分離」河野訓（文学部教授）

皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野28 土

11
月

12
月

「中世文書を読む！」－伊勢山田八日市場をめぐる古文書－
千枝大志（研究開発推進センター助教）

古文書講座 712 教室9 土

特別公開講座　内丹 －内なる錬金術と悟り－
道教と禅宗の関係について－　松下信道（文学部准教授）

皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野16 土

神道と仏教 －神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離－
「仁和寺における神道と仏教」河野訓（文学部教授）

皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野23 土

伊勢の神宮を語るⅡ －日本文化の源流を考える－
「御装束神宝と文様の美」
岡田芳幸（佐川記念神道博物館学芸員・教授）

神道博物館教養講座 佐川記念神道博物館講義室30 土

神話から見る現代社会の課題 
橋本雅之（現代日本社会学部教授）

月例文化講座 431 教室7 土

特別公開講座　古文書を読もう －北畠顕家の最期－
岡野友彦（文学部教授）

皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野7 土

『古事記』を読む（中巻）「仲哀天皇（下）」
白山芳太郎（文学部教授）

皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野30 土

各講座の詳細につきましては、本学ホームページにてご確認いただ
きますようお願い致します。			 
共催講座（近鉄文化サロン阿倍野）のみ、有料です。お問い合わせは
近鉄文化サロン阿倍野（      0120-106-718）へお願い致します。	
神道博物館教養講座は、事前の申込みが必要になります（先着順）。
お問い合わせは（0596-22-6471）へお願い致します。
史料編纂所公開講座・古文書講座は、参加費無料・申込不要（当日お
越しください）。お問い合わせは（0596-22-6462）へお願い致します。
その他、お問い合わせは、　皇學館大学企画部（0596-22-6496）　へ
お願い致します。

●

●

●

●

●

社会情報と人づくり　藤井恭子（現代日本社会学部准教授）
月例文化講座 431 教室16 土

「ご遷宮とまちづくり」
三重大学・皇學館大学 シンポジウム 621 教室17 日

①演題：「戦国～江戸初期における伊勢のまちとご遷宮」
千枝大志（皇學館大学研究開発推進センター助教）
②演題：「遷宮を節目とする伊勢の現代まちづくり」
浅野聡（三重大学工学研究科准教授）
③シンポジウム　「ご遷宮とまちづくり」 
山田雄司（三重大学人文学部教授）
浅野聡（三重大学工学研究科准教授）
岡野友彦（皇學館大学研究開発推進センター長）
千枝大志（皇學館大学研究開発推進センター助教）

『古事記』を読む（中巻）「応神天皇（一）」
白山芳太郎（文学部教授）

皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野14 土

伊勢の遷宮を考える 「御
み う ら

卜と神饌」
白山芳太郎（文学部教授）

伊勢の遷宮を考える
 「１日の祭り１年の祭り 20 年 1 度の祭り」
白山芳太郎（文学部教授）
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九
月
十
五
日
、
ソ
ウ
ル
で

開
催
さ
れ
た
「
日
韓
交
流
お

ま
つ
り2013 in Seoul

」

に
木
村
徳
宏
神
道
学
科
助
教

が
部
長
を
務
め
る
雅
楽
部
の

学
生
十
三
名
が
参
加
し
た
。

平
成
十
七
年
の
日
韓
国
交
正

常
化
四
十
周
年
を
記
念
し
、

共
同
開
催
の
文
化
交
流
事
業

と
し
て
始
め
ら
れ
た
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、本
年
で
九
回
目
。

次
代
を
担
う
若
者
が
「
お
ま

つ
り
」
と
い
う
文
化
を
パ
イ

プ
に
、
伝
統
芸
能
を
通
じ
て

交
流
を
深
め
、
未
来
志
向
の

両
国
関
係
構
築
を
め
ざ
す
も

の
だ
。
今
回
、
雅
楽
部
は
日

本
代
表
の
一
員
と
し
て
公
益

財
団
法
人
日
韓
文
化
交
流
基

金
の
支
援
を
得
て
招
聘
さ
れ

た
。

　

当
日
は
、「
め
ば
え
る
希

望
、
未
来
へ
」
の
テ
ー
マ
の

も
と
、
両
国
あ
わ
せ
て
十
九

の
文
化
団
体
が
出
演
。
会
場

と
な
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｅ
Ｘ
ホ
ー
ル

に
は
、
伝
統
料
理
試
食
コ
ー

ナ
ー
や
民
族
衣
装
の
試
着
ブ

ー
ス
、
自
治
体
・
協
賛
企
業

　
書
道
部
が
第
三
十
回
読
売

書
法
展
に
お
い
て
過
去
最
多

七
名
の
入
選
を
果
た
し
た
。

　
読
売
書
法
展
は
書
道
界
に

お
け
る
最
高
峰
の
全
国
展
。

本
年
度
、
書
道
部
か
ら
は
二

年
生
以
上
の
二
十
三
名
が
出

品
し
、上
杉
真
里
佳
さ
ん（
国

文
四
年
）、
花
井
力
君
（
国

史
四
年
）、
杉
森
亮
子
さ
ん

（
国
文
三
年
）、
中
瀬
育
世
さ

　
カ
ラ
オ
ケ
と
い
う
大
衆
文

化
を
通
し
て
次
代
を
担
う
若

者
同
士
の
交
流
を
図
ろ
う
と

開
か
れ
て
い
る
「
全
日
本
青

少
年
中
国
語
カ
ラ
オ
ケ
大

会
」。そ
の
決
勝
大
会
が
八
月

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

設
け
ら
れ
、
四
万
人
を
超
え

る
来
場
者
で
大
盛
況
と
な
っ

た
。

　
雅
楽
部
は
、
公
演
イ
ベ
ン

ト
に
て
舞
楽
「
蘭
陵
王
」
を

披
露
。
ほ
か
の
出
演
団
体
と

は
一
風
異
な
る
雅
や
か
な
舞

に
、
観
客
は
盛
ん
に
写
真
を

撮
影
し
て
い
た
。
ま
た
、
今

回
初
出
展
と
な
っ
た
地
元
・

三
重
県
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
も
協
力
。
来
年
で
創
部
五

十
年
を
迎
え
る
雅
楽
部
が
、

国
際
交
流
・
地
域
貢
献
を
通

じ
て
初
の
海
外
公
演
と
い
う

足
跡
を
残
し
た
。

ん
（
同
）、原
杏
実
さ
ん
（
国

文
二
年
）、
中
津
果
歩
さ
ん

（
同
）、
島
田
冴
香
さ
ん
（
現

日
二
年
）
の
七
名
が
審
査
を

通
過
し
た
。
こ
の
入
選
者
数

は
中
部
圏
の
大
学
書
道
部
で

は
ト
ッ
プ
の
数
で
あ
り
、
全

国
的
に
も
優
秀
な
成
績
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
さ

ら
に
指
導
す
る
上
小
倉
一
志

准
教
授
も
長
年
め
ざ
し
て
き

三
十
日
、北
京
で
開
催
さ
れ
、

国
史
学
科
一
年
の
辻
博
仁
君

が
三
位
に
入
賞
し
た
。
演
歌

が
得
意
と
い
う
辻
君
は
千
昌

た
読
売
新
聞
社
賞
を
受
賞

し
、
こ
の
上
な
い
喜
び
に
沸

い
た
。「
積
み
上
げ
た
技
術
を

一
瞬
で
出
さ
な
く
て
は
い
け

な
い
の
が
書
道
。
そ
の
魅
力

を
伝
え
た
い
」
と
上
小
倉
先

夫
さ
ん
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
北
国

の
春
」
の
中
国
語
版
で
あ
る

「
北
国
之
春
」を
熱
唱
。
本
学

の
高
潤
生
講
師
に
指
導
を
受

け
た
と
い
う
流
暢
な
中
国
語

で
情
感
た
っ
ぷ
り
に
歌
い
上

げ
、聴
衆
を
魅
了
し
た
。「
音

楽
に
国
境
は
な
い
」と
辻
君
。

大
会
を
通
し
て
今
ま
で
以
上

に
日
本
に
誇
り
を
感
じ
、
中

国
の
文
化
に
も
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
と
も
話
し
、
今
後

も
演
歌
を
通
じ
て
よ
り
多
く

の
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
抱
負
を
語

っ
た
。

　
八
月
三
十
一
日
に
愛
知
県

で
行
わ
れ
た
東
海
大
会
に
お

い
て
北
川
ひ
と
み
さ
ん
（
教

育
四
年
）、稲
田
達
哉
君
（
同

二
年
）、山
口
ま
ゆ
さ
ん
（
国

文
一
年
）が
準
優
勝
、花
田
健

悟
君
（
教
育
一
年
）
が
三
位

と
い
う
成
績
を
お
さ
め
、
創

部
以
来
初
と
な
る
個
人
で
の

全
国
大
会
出
場
を
決
め
た
。

　
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
全
国
大
会
で
は
残
念
な
が

ら
四
人
と
も
初
戦
敗
退
し
た

出
場
し
五
位
に
入
賞
。
県
柔

道
勢
の
入
賞
は
十
七
年
ぶ
り

も
の
の
、
収
穫
の
多
い
大
会

と
な
っ
た
よ
う
だ
。「
出
場

で
き
た
こ
と
自
体
嬉
し
く
、

自
信
に
つ
な
が
っ
た
。
佐
藤

武
尊
先
生
の
指
導
で
常
に
目

的
意
識
を
持
っ
て
練
習
し
て

き
た
成
果
が
今
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
う
」
と
語
る
の

は
北
川
さ
ん
。
佐
藤
先
生
が

柔
道
部
を
率
い
る
よ
う
に
な

っ
て
二
年
。
緊
張
感
が
薄
れ

て
い
た
部
風
に
喝
を
入
れ
、

週
六
日
の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を

こ
な
し
て
き
た
。
自
然
と
基

礎
体
力
が
つ
き
、
毎
日
の
練

習
に
お
い
て
も
目
標
を
設
定

す
る
こ
と
で
部
員
が
能
動
的

に
動
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。
佐
藤
先
生
も
十
月
五
日

か
ら
七
日
に
か
け
て
行
わ
れ

た
東
京
国
体
に
三
重
県
の
成

年
男
子
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ

た
。今
後
の
活
躍
に
注
目
だ
。

　
日
本
の
立
憲
政
治
の
確
立

に
尽
力
し
た
尾
崎
行
雄
（
咢

堂
）。そ
の
崇
高
な
精
神
を
世

に
広
く
伝
え
よ
う
と
活
動
し

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
咢
堂

香
風
主
催
の
「
花
み
ず
き
の

女
王
」
選
出
大
会
に
神
道
学

科
四
年
の
上
杉
千
花
さ
ん
が

出
場
し
、
第
六
代
女
王
の
栄

冠
に
輝
い
た
。
こ
の
コ
ン
テ

ス
ト
は
尾
崎
咢
堂
が
日
米
親

善
の
証
と
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン

に
桜
の
苗
木
を
贈
っ
た
返
礼

に
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を
い
た
だ
い

た
史
実
を
も
と
に
始
ま
っ
た

も
の
。
上
杉
さ
ん
は
「
大
変

光
栄
。
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
可
憐

な
花
の
よ
う
に
誰
か
ら
も
愛

さ
れ
る
女
王
を
め
ざ
し
て
人

間
性
を
磨
き
、
咢
堂
が
望
ん

だ
世
界
平
和
、
日
米
友
好
の

架
け
橋
と
な
れ
る
よ
う
仕
事

を
全
う
し
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
た
。

　
神
道
学
科
一
年
の
三
ヶ
本

俊
充
君
が
六
月
十
六
日
に
愛

知
県
中
村
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
た
東
海
学
生

剣
道
新
人
選
手
権
大
会
で
個

人
三
位
に
入
賞
し
た
。
剣
道

部
員
が
同
大
会
で
入
賞
し
た

の
は
十
九
年
ぶ
り
と
い
う
快

挙
だ
。
同
時
に
行
わ
れ
た
男

子
の
一
部
二
部
入

れ
替
え
戦
で
も
三

重
大
学
に
勝
利
し

一
部
リ
ー
グ
へ
の

残
留
が
決
定
す
る

な
ど
、
団
体
に
お

い
て
も
嬉
し
い
結
果
と
な
っ

た
。

　
ま
た
、
女
子
で
は
国
文
学

科
一
年
の
伊
藤
祥
夏
さ
ん
が

ベ
ス
ト
８
に
入
る
な
ど
健

闘
。今
後
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、

個
々
の
技
術
を
強
化
し
、
全

日
本
学
生
剣
道
大
会
へ
の
出

場
を
め
ざ
す
。

　

本
学
の
学
生
が
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
へ
と
飛
び

出
し
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。

目
標
を
掲
げ
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
人
間
と
し

て
大
き
く
成
長
す
る
た
め
の
第
一
歩
。
受
け
身
で
は

な
く
主
体
的
に
行
動
す
る
こ
と
で
、
ど
の
学
生
も
机

上
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
よ
う
だ
。

雅
楽
部
が
ソ
ウ
ル
で
海
外
公
演

両国の観客が見守る中、壮麗な舞を披露

読売書法展の入選者たち

喜びいっぱいの辻君

「結果を出せて嬉しい」と４人

練習に励み技、精神面
を鍛えたいと三ヶ本君

「精一杯務めたい」と
語る上杉さん（中央）

読
売
書
法
展
に
過
去
最
多
の
七
名
が
入
選

辻
君
が
中
国
語
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
三
位

柔
道
部
四
名
が
初
の
全
国
大
会
出
場

剣
道
部
三
ヶ
本
君
が
個
人
三
位

第
六
代
花
み
ず
き
の
女
王
に
上
杉
さ
ん

生
。
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待

さ
れ
る
。

11/１　２　３　 倉陵祭開催のお知らせ

●アーティストライブ

昨年の倉陵祭の様子 今年の準備の様子

かりゆし58

１１月２日（土）
開場17時
開演18時～20時

沖縄音階にロック・レ
ゲエをチャンプルーし
たサウンドと、飾らな
い言葉でメッセージを
発信し、世代を超え
人気を呼んでいる。

●講演会

杉山愛氏 「夢をかなえる生き方」

１１月３日（日）
開場9時30分
開演10時30分～
      　　　　12時

元テニスプレイヤー。グランドスラムのシング
ルス連続出場62回の世界記録を樹立。
杉山愛ジュニア育成基金を立ち上げ、16
歳以下の女子選手をサポートする『Road 
to Grand Slam』プロジェクトを始動させる。

金 土 日
樽神輿、模擬店、ステージ発表など楽しいイベントがいっぱいです。

友人やご家族と、どうぞお越しください！

無料・要整理券
無料・先着順

皇
大
生
が
国
内
外
で
活
躍

　
「
実
習
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

特
集
」
で
は
、
学
生
た
ち
か
ら

様
々
な
体
験
記
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
教
育
実
習
を
体
験
し
た

学
生
は
、「
め
ざ
す
教
師
像
が

見
え
て
き
た
」「
一
生
懸
命
や

れ
ば
生
徒
は
必
ず
応
え
て
く
れ

る
」
な
ど
、
教
師
に
な
る
と
い

う
目
標
を
よ
り
明
確
に
感
じ
た

模
様
。
ほ
か
に
は
、「
仕
事
は
つ

ら
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、
自

分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
生

き
生
き
と
働
く
姿
に
就
労
感
が

変
わ
っ
た
」「
他
大
学
の
学
生
に

良
い
刺
激
を
受
け
た
」
な
ど
、

就
労
現
場
の
雰
囲
気
に
啓
発
さ

れ
、
成
長
し
た
様
子
も
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
後
輩
の
皆
さ
ん
も

積
極
的
・
主
体
的
に
取
り
組
み
、

自
己
発
見
・
成
長
の
機
会
と
し

て
下
さ
い
！　
　
　
〔
企
画
部
〕


